
セネカの悲劇 『テユエステス』のpietasについて

宮城徳也

本稿は哲学者セネカの悲劇 『テユエステス』 (以下工蛭.)に頻出す るpie-

tasという語に注 目し,作品におけるその意義と重要性を指摘す ることを意

図するものである.

アルゴ不の王ア トレウスは,かねて不和の弟チエエステスを,偽 りの和解

によって欺き,その子 らを惨殺 して父親の食卓に供 し,彼 を不善のどん底 に

突き落 とす.古来から伝えられ (1㌦ 現存は しないが,教案の原型 (2)となっ

たと考えられる先人の作品を生んだこの物語の展開に,セネカは多 くの独創

を施 したと思われる.作品としての水準に問題があるとしても,後世 に与え

た影響 (3)を考えても,この作品の構成に施された工夫や修辞技法 ,また一

つ一つの語に込められた多様な意味を考察することは意味の無いことではな

い.
王也 .が統一の工夫を巧みに施された作品であることは様々な角度 から論ず

ることができる(4 )

非道の家の家祖タンタルスの亡霊 と復讐の女神フリアによって語 られるプ

ロロゴスにおいて,全体の枠組みが語 られ,劇はその通 りに展開す る.タン

タルスは自己の蒙る劫罰に言及 しつつ,子孫が展開する新たな罪 と悲劇への

不安 を語 る.彼に対 しフリアは ｢非道の家 を狂気へと導けJ(penates im-

piosfuriュsage)(24)と命 じて,子孫の悲劇の導き手 となることを促 しなが

ら,ア トレウス,チエエステス兄弟の不和 と運の変転 (32-39),また後のア

ガメムノンの悲劇(42-46)にも触れ, ｢トラキアの罪｣(Thraciumnefas)(5)

(56)という語 を用いて,この劇で展開される,子供 を殺 して父親 に食べさせ

るという忌まわ しい行為 を予告する(56-63).
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タンタルスの亡霊はそれを拒むが,蘇局は屈服 し(100),このことも後 に

テユエステスが子の悠漁に屈 して(489)(6 ),ア トレウスの尾にはまることに

対応 している.フリアによって言及される天界の異常(48-51),太陽神の達

巡 (120-121)も,使者の報告(776-788),第四合唱隊歌 (789-884)に対応 (7)し

て,背景 を成す伝承 (8 )を踏まえ,作品に統一 を与えている.

タンタルスの亡霊は多 くの点で,この劇 におけるテユエステスを想起させ

るが,プロロゴス(4-6,68-69),第一合唱隊歌(149-179)で言及されるタン

タルスの飢えと渇きも,後にテユエステスによっておぞましい形で満たされ

ることになる(909-919).

このように,作品辿 .の ｢統一｣に関 しては,様々な角度から検討するこ

とが可能であるが,本稿では顔出する語pietasに焦点 をあて,この作品に統

一性を与える主題 としてのpietasの重要性 を考える.

pietasという語は極めてローマ的概念であ り,その意味で,セネカの悲劇

がギリシア悲劇の番案であ りながら,ローマ的独 自性 を持つことの一つの証

でもある(9),ということもできる.宗教性 を背景とした人倫,道義 を第一

義 とするこの概念は,セネカの全作品において,大きく三つの意味に分類す

ることができる.すなわち, ｢敬神｣, r肉親の情義｣及び漠然tと,諸徳 の

一つという大体三つの側面 をもっていると考えられる (10 )

散文作品を含めたセネカの全作品において登場するpietasという語 を,前

後の文脈から検討すると,圧倒的に多いのは r肉親や情義｣ という側面であ

ることがわかる(ll)

特に,悲劇においてその傾向は顕著である. 『狂えるヘルクレス』におい

ては,ヘルクレスに戻るべき家族への愛,父アンピトリュオンに求め られた

同情の親心 (12 ). 『トロイアの女達』においては,引き渡 しを求めるウリク

セスの脅迫の中に現れるアンドロマケのアステユアナクスへの母性愛 く13).

『フェニキアの女達』においては,テーパイ王家の悲劇 をめぐる家族間の情

義 (14 ). 『メデア』では,子 らをめぐって葛藤するイアソンの父性愛 (15)と
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メデアの母性愛(16). 『パェ ドラ』では, ヒッポ リュ トウスの異母弟への愛

悼 (17)と,テセウスの悲嘆の中に現れる,家族のなかで守 られるべき愛 と秩

序 (1a). 『オエディプス』においては,逆説や思い込みを含んだ父母への孝

心 (19). 『アガメムノン』では､クリュタエメス トラが娘エ レク トラに要求

する,母に対 して守るべき子の道 (20). 偽作の可能性の有る 『オエタ山上の

ヘルクレス』においても,父母に対する孝心の意味で用いられている(21)

このように悲劇においては殆どの場合,pietasは祖先,父母への孝心,弟

妹,子女への情愛という肉親の情義の意味で用いられている.

例外は極少数で,例えば 『アガメムノン』では,列挙される諸徳の一つ と

してpietasが登場する (22)が,このような列挙の仕方は後に触れ るように,

也 .にも現れ,散文作品の中にも幾つかの例が見 られる`23)ので ,一種の決

まった表現のように思われる.この場合でも,肉親の情義 という側面 が否定

されるわけではない｡

散文作品においても,何 らかの意味で,肉親の情義 を指 して用 いられる場

合が多いが,セネカの作品において,はっきりと ｢敬神｣ を意味す る例が無

いわけではない.若い友人ルキリウスにあて られた 『書簡集』(24)76番の中

に, ｢良き人は神々に対するこの上ない敬神の念を持たねばならぬ,という

のは君も認めるだろう｣ (Virumbonumconcedasnecesseestsuml辻aePie-

tatisergadeosesse)(76.23),とあり,当然セネカにおいてもpietasとい

う語の背景に宗教性が意識されていることがうかがわれるが,このこと抹後

に型辻.におけるpietasを論ずる際に重要な意味を持つ｡

Ⅲ

ここで､王吐 .においてpietasの語が現れる箇所を文脈に即 して考えてい く

が,その際,散文作品 『怒 りについて』 (DeIra,以下 垣 )の中の-エ ピソ

ー ドを念頭 に置 くこととする.王垣.において,ア トレウスの猛 り狂 う姿の背

景に立道で語 られている r怒 り｣ があることは既に指摘されてお り(25 ),当

然そのことも意識 しなければならないが,ここで注 目したいのは,第二巻の

次の箇所である. rもし彼が自分のために恐れていたのなら,ロ⊥マ人たる
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その父親を私は蔑んだことだろうが,実はその時,肉親の情義が彼の盈且 を

抑えたのだ.｣(ContempsissemRomanumpatrem,sisibitimuisset:nunc

吐旦聖COmPeSCuitEiet_a_革.)(Ⅱ.33.6)(26)

ここで紹介されているエピソー ドは,暴君カリグラによって息子 を殺され

た或る貴族が,処刑の日暴君の招きに応 じ,泰然として宴席に列 したのは,

もう一人の息子を思 う親心の故である,というもので,そこから ｢それ改 ,

怒 りは抑えるべきなのだJ(Ergoiraabstinendumest)(Ⅱ.34.1)という教

訓 を引き出している.そこには, ｢彼は哀れにも耐えたが,その様はまるで

息子の血 を飲んでいるかのようだった｣ (perdurauitmiser,nonaliter

句uamsifilisanguine皿biberet)(Ⅱ.33.4)とあって,也 .のおぞましい悲

劇 を想起させる.

だが,このエピソー ドが語っているのは,真のpietasはiraに勝つ,とい

うことであ り,その点では一見 して工吐.が描 く世界とは異なっているかのよ

うである｡しかし,この相違は,実は一つの教訓の正負の両面であると言え

ないだろうか.このことを念頭に,以下で,也 .に現れる個々のpietasを考

察する.

Ⅳ

SAT｡Vbinonestpudor

neecuraiurissanctitaspietasfides

instabiユeregnumest.AT.Sanctitaspie_t早旦fides

priuatabonasunt;quaiuuatregeseant.

([従者]蓋恥も,遵法も,清廉も,A.塵も,信義も無い所では,王権は

危ういものです. [ア トレウス]清廉も,A.盤も,信義も平民の善行にす

ぎない.王者には好きなようにさせよ.)(215-218)

ここに,仮に人倫と訳 したが,藷徳の一つとして初めてpietasが登場する.

弟に対 して残忍な復讐 を企む自分に対 し,王者の正道を説 く従者 に反論 しな

がら,ア トレウスは自己への諸徳による抑制 を排 し,悪業の断行 を宣する｡
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ここではまだpietasは肉親の情義のみに特定することはできない.

しかし,従者との対話を通 じて,pietasの意味が限定されて くる.

SAT.nullatepietasmouet?

AT.Excede,Pietas,simodoinnostrado凪o

unquaJnfuisti.

([従者]肉親の情義があなたを動かす ことはないのですか. [ア トレウ

ス] ｢肉親の情義｣ よ,一度でも我が家 に居たことがあるのな ら,立ち去

るが良い.)(248-250)

ここでは,まだ肉親の情義に限定 しないことも可能であるが,ア トレウスの

r我が家に一度でも居たことがあるなら｣ という台詞によって,息子 を神 々

の食卓に供 した家祖タンタルス,ヒッポダ ミアをその父を廃 し討ちにして妻

にしたベロブス,ベロブスが他の女に産ませた異母弟クリュシップスを母 に

唆されて殺 したア トレウス,テユエステス兄弟,兄ア トレウスの妻アエ ロバ

と通 じ,その王権 を纂奪 したテユエステスという一連の人物 を想い起 こす と

やはり,pietasは一族の守るべき孝心や情愛と解すべきではなかろうか.

こうして,.一般的美徳から肉親の情義へ と焦点を絞 られていくpietasが次

に現れるのは,兄の,和解 して王権を分有 しようという招きに心揺れるテユ

エステスに,曾祖父と同名の息子タンタルスが説得 しようとする場面におい

てである.

Redirepietasundesummotaestsolet,

reparatqueuiresiustusamissasaJhOr.

(肉親の情義は逐われた所へと戻るものです し,正 しい愛は失われた力 を

取 り戻すものです.)(474-475)

ア トレウスの企みを恐れるテユエステスにタンタルスは,pietasの復活 を

説き,それを ｢正 しい愛｣ (iustusamor)と言い換えており,それに対 し父が

｢兄がこの私 を愛するだって｣(AmatThyestenfrater?)(476)と反論す るこ
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とから察 しても,ここでのpietasは兄弟愛であると考えて良いであろう.更

にテユニテスは不可能事 (adynata)を列挙 して,ア トレウスへの不信 をあ ら

わにするが,彼自身の心の弱きによって,誘惑に属する.

優柔な弟に対 し,憤怒と狂乱に支えられた兄の姿勢は一貫 している.弟一

家が尾にはまった喜びと復讐への思いを隠 して,チエエステスを迎える.

Fratremiuuatuidere.compleRuSⅢihi

reddeexpetitos｡quidquidirarumfuit

transierit;eXhocsanguisacpietasdie

colantur,animisodiadamnataexcidant.

(弟に.会えて嬉 しい.さあ,待ちに待った抱擁を返 して くれ.嘗てあった

どんな怒 りも消え去るが良い.今日という日から,血縁 と肉親の情義が尊

重され,呪わしい憎悪は我 らの心から去るが良い.)(508-511)

この箇所に込められた二重の意味と皮肉に関しては,後に論ずるが,ここ

でpietasが少なくとも表面上は r肉親の情義｣を意味すると考えて間違いは

なかろう.

この見せかけのpietasを受けて,テユエステスは答える｡

DiluerepossemCunCta,nisitalisfores,

sedfateor,Atreu,fateor,admisiomnia

quaecredisti.pessivlamCauSammean

hodiernapietasfecit.estprorsusnocens

quicumqueuisustanbonofratriestnocens.

(あなたがそのようでなければ,私は自分のしたことをすべて帳消 しにで

きるのに.だが,私は告白いたします.兄ア トレウスよ,あなたが私がし

たとお思いの全ての罪 を犯 したことを,私は告白いたします.今 日あなた

がお示 しになった肉親の情義が私の立場 を最低のものといたしました.こ

れほど善良な兄に対 して罪有ると思われる者は,まことに罪有 る者でござ

います.)(512-516)
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こうしてテユエステスは,まさにpietasをめぐって尾にはまることになっ

た.作品の前半の要ともいうべきこの箇所で,ア トレウスとテユエステスの

双方から,pietasという語が発せ られているのは大いに注 目されて良いであ

ろう.

この呪われた兄弟の見せかけの和解を受 けて,第三合唱隊歌の前半はpie-

tasへの賛歌 となっている.

nullauis7naiorpietateueraest:

(いかなる力も真の肉親の情義に勝るものはない.)(549)

合唱隊はpietasを ｢真の愛｣(amoruerus)(551)と言い換えてお り,ここで

もpietasは肉親の情義 という側面 を前に出 していると考えて良いだろう.更

に合唱隊は,

opprimitferrummanibusqueiunctis

ducitadpacemPietasnegantes.

(剣を掬え,拒む者達 を,手 を結び合わせて,平和へと導 く方 こそ皇盈呈

エタスである.)(551-552)

と歌いつ ぐが,この二つのpietasの間に ｢怒 り｣(ira)という語が配置され,

ここでは,おそらく作者の思想 としての,真のpietasはiraに打ち勝つ,とい

う教訓が語 られている.

ここで先に触れた辻堂の挿話を想い起 こし,iraとの相克 を念頭 に,pietas

の二重の意味とそこに込められたアイロニーを考えてみる.

以後展開される惨劇の原動力が r怒 り｣であることは,すでにフリア(26,

39)と従者(259)によって語 られているが,テユエステスの子タンタルスは父

を説得する際に,ア トレウスが ｢怒 りを捨てた｣(431)と語っている｡しか
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しア トレウス自身は,

Gumsperatirasanguinem,nescittegi-

tamentegatur.

(怒 りが血 を欲するとき,抑えることはできない.だが,抑えよう.)

(504-505)

と語ってお り,和解の装いとは裏腹に,自らの憤怒が流血 を望んでいるが,

肉親の情義故ではなく,当初の目的である惨劇を完遂するために,かろうじ

てこらえている,と述べている.

504行の傍 白に語 られる ｢血｣(sanguis)を欲する ｢怒 り｣(ira)という

語の残響が耳に有れば,先に引用 した, ｢嘗てあったどんな怒 りも｣ (quid-

quidirarumfuit)去った後に尊重されるべき,510行 目のsanguisacpietas

が,何と皮肉に,不気味に聞こえて くることであろうか｡既 に指摘 されてい

る(27)が,colanturも宗教的響きを持った語である以上,ここに神 々に犠牲

を捧げる儀式 に摸 して,後に遂行される惨劇 を読み取ることは決 して唐突で

はない.現にこの場面の最後で,ア トレウスは,

egodestinatasuictimassuperisdabo.

(私は天の神々に定められた犠牲 を捧げよう.)(549)

と述べてお り,ここで全ての読者ないし観客の中で,犠牲がチエエステスの

子 らであることを察知 しない者はないだろう.

第三合唱隊歌が半信半贋で兄弟の和解に触れ,pietasを諾えながら,王座

の不安と運の変転を歌い上げた後に,ア トレウスの甥殺 しに関す る使者の報

告が有るが,そこでは神々に犠牲 を捧げる儀式の作法通 りであることが強調

されている(682-695).ここに,510行 目のsanguisacpietasに込められた

アイロニー を読み取ることができる.pietasの背景にある宗教性 を逆手にと

って,不気味な効果 を上げている.

pietasに込められた皮肉は次の一句の中にも読み取れる.
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Primuslocus(nedessepietatemputes)

au°dicatur:Tantalusprimahostiaest.

(肉親の情義に欠けているとお思い有るな.一番 目は祖父に敬意 を表 し,

タンタルスが最初の生け費となったのです.)(717-718)

ア トレウスが自分の祖父と同名の甥を最初に屠ったことを,使者はpietasと

呼んでお り,pietasに背 く行為が父祖の例に倣うことになるというpietasの

アイロニーは前半部にも見 られる(ぞ8)が,ここにもpietasの持つ多義性 を逆

手に取った皮肉な効果が出ている.

使者は,虐殺の様子 を二つの此嘘を用いて語るが,ア トレウスをガンジス

の森の空腹な牝虎に喰えた後に,

sicdirusAtreuscapitadeuotaimpiae

speculaturirae.

(そのように,恐ろしいア トレウスは非道な怒 りに犠牲 として捧げ られた

者 らをじっと見つめる.)(712-713)

と述べ,また,アルメニアの容猛な獅子に喰えてから,

nonaliterAtreussaeuitatqueiratumet,

(まさにそのように,ア トレウスは猛 り狂い,怒 りに奮い立っ)

と語っている.ここに見 られる慎重に選択された語の配置から,前者 におい

ては,犠牲 を捧げられる神 と同一祝される(29) ｢怒 り｣を,後者 においては

思われる.犠牲 を捧げられる神はpie.tasの対象であるのに,神 と同一視され

ているかに見える ｢怒 り｣には,pietasをないがしろにするという,impius

という形容句が付されているのも皮肉な効果 を高めている｡

前半部 にも,後半部にも,神々をないがしろにし,自己を神 と同一視す る
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ア トレウスの姿勢が見 られ (30 ), ｢肉親の情義｣ と ｢敬神｣ の二重の意味 を

持つpietasを度み踊る彼の生き様が作品全体にいかんなく描かれている. し

かも,その両方の意味に対 して,祖先の手本に倣い,儀式の作法 を遵守す る

というアイロニーが付加されている.

こうして見てくると,pietasという語がこの作品において極めて重要な役

割を果たしていることは否定できないだろう.しかもその配置やそこに込め

られた二義性のアイロニーを考えると,作者がpietasをこの作品の主題の役

割 を果たすものと考えていたことは想像にかたくない.

Ⅵ

718行の使者の台詞 を最後に,pietasという語は,この作品に現れなくな

るが,pietasの多義性,特に ｢敬神｣ と ｢肉親の情義｣の二義性などを踏 ま

えたアイロニーは,pietasという語が現れない後半部にも幾つか見 られる.

atiHefibrastractetacfatainspicit

etadhuccalentesuiscerumuenasnotat｡

(一方,彼は臓物を引き出し,運命を見定め,内臓のまだ熱い血管 を読み

取る.)(757-758)

使者の報告の中で,ア トレウスは自ら殺 した肉親の内臓で,神々に伺いを立

てる臓物占い(31)をしている.ここに,犠牲 を捧げる作法通 りに甥 を惨殺 し

たのと同趣 旨の効果が読み取れる(32)｡

清貧に甘んずる賢者の見せかけをかなぐり捨て,つかのまの賛訳に酔い痴

れて,愚者の正体を窟顕 しつつも,言い知れぬ不安に苛まれるチエエステス

が,息子達 との同席を求めると,ア トレウスは,

totumqueturbaiamsuaimplebopatrem.

(私はす ぐにも,父親 を身内の者で満たしてやろう｡)(979)
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と応ずる(33)が,ここでは,テユエステスがそのように理解するであろう,

｢父の回りに子 らを集めてや り,父の気持ちを満たしてやる｣という意味の

裏に,当然, ｢お前の腹を息子達の肉で満たしてやる｣というおぞましい意

図が隠されており,表面の肉親の情義を尊重する姿勢の裏に,肉親の情義 を

踏み輔る恐ろしい行為が見え隠れしている.

思わせぶ りな悲度を見せながら,ア トレウスは,テユエステスに父祖伝来

の杯を勧める.チエエステスは,兄の杯を受け,ワインを父祖の神々に献 じ

てから飲み干すが,それには子 らの血が混 じっていた(34 )のか,我が身に異

常が生 じ,天変地異が起こる.このこともまた,pietasのアイロニーと言え

るが,その際テユエステスは,

quidquidest,fratriprecor

natisqueparcat,omnisinuilehoecPPut

abeatprocella.

(それが何であれ,兄とわが子 らを避けて,嵐は全てわが卑 しき頭へと来

るよう,私は祈る.)(995-997)

と,わが身 を捨てても,兄弟や息子達の無事 を祈鼓 して見せる.

一見,pietasに基づいているかに見えるこの行為は,全てを知っている読

者や観客には,悲惨であると同時に,滑稽であるとす ら思える.何故なら,

彼は,自分 を陥れた兄と,自ら食 らってしまった息子達のために,それとは

知 らずに,祈っているからである.二重に滑稽であるのは,兄の妻 と通 じ,

兄の王位 を奪って, ｢肉親の情義｣を度み踊 り,既に起こってしまっている

悲劇の原因である彼が,実体の無い ｢肉親の情義｣を示すからである.

このことを視点を変えて考えてみる.

Ⅶ

第二合唱隊歌は,真の王者の在 り方を論 じつつ,自らはつつましい平安 を
I

望んで,次のように結んでいる.
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illimorsgrauisincubat

qui,れotusnimisomnibus,

ignotusmoritursibi.

(全ての者に余 りにも知 られながら,己れを知 らず して死する者 には,死

が重 くの しかかる.)(40ト403)

r隠れて生きよ｣ (えia E P iW/q α S) という教訓の変形 とも言 え

るこの詩句は, ｢己れを知 らぬ者の悲劇｣という,この作品の中心的テーマ

を要約 して提示 している(35)と考えられないだろうか.

富と王権の不安,つつましい生活の平安,運の変転 という一連のテーマは

セネカの悲劇に頻出する(36)が辿 .でも合唱隊の一貫 した思想である(37 )

この作品においては,テユエステス自身も,一旦は合唱隊 と同じ考えを表明

している(38).この時,テユエステスは哲人のように思われ,賢者の装いを

皇 していた.

しかし,それは見せかけだけで,実は意志薄弱で,一時の権勢 と富に溺れ

て,偽 りの栄耀に酔う愚者にすぎなかったことを自ら露呈する(39㌦ そして

実は,そのことをア トレウスは見通 していたく40)

この作品において,ア トレウスは悪の権化であ り,当然pietasの視点か ら

は負の評価 を下される人物であるが,彼はそのことを自覚 してお り,自らを

知 るとともに,仇敵たる弟の性格 をも熟知 していた.これは,富 と権力を一

時は手にし,貧窮と放浪の生活 をも味わって,賢者の思想 を身につけたかに

見え,本人もそのように思っていたチエエステスが,真の自分 を知 らず ,ま

た,口にしてはいながら結局はア トレウスの性質 を見抜 くことができず ,良

にはまって しまうのと対照的である.その意味で,この作品はやは り,チ ュ

ニステスの個からは, ｢己れを知 らぬ者の悲劇｣ であると言えよう(41)

このことはpietasのアイロニーという視点から補強することができる.先

に触れた,兄や子供達のために祈るチエエステスの姿は,まさにそうである

が,それだけではない.先 に述べたように,pietasのアイロニーは,pietas

という語の現れない後半部 にも散見するが,その最大のものは,この作品の

- 82-



最後の場面に見 られる.惨劇の真相を知 り,悲嘆に暮れて狂乱す るテiエス

テスがア トレウスを呪い,ア トレウスがそれに応酬する.その一連のや りと

りの中に,

TH.Piorumpraesidestestordeos.

AT.Quid?coniugales?

([テユエステス]行い正 しき者 らの守護者たる神々を私は証人 とする.

[ア トレウ､ス]なんだって.それは結婚の神々をか.)(1102-1103)

とあるが,行い正しい,すなわち神を敬い,肉親の情義を重んず る者達を守

る神々にテユエステスは訴えるが,彼が兄である自分の妻と密通 したことを

念頭にア トレウスは,その神々というのは結婚を司る神々のことか,と応 じ

て,pietasを踏み欄っていながら,自らをpiusな者達の側に置 くチエエステ

スを皮肉っている.ここにも ｢己れを知 らぬ｣チエエステス像が浮彫 りにさ

れる.

作品辿 ｡は次の応酬を以て,幕を閉じる.

TH｡VindicesaderuntdQi;

hispuniendumuotatetradunt血ea.

AT.Tepuniendumliberistradotu主s.

([テユエステス]復讐の神々がおいでくださるだろう.神々にお前 を,

罰せ られるようにと,わが誓願が引き渡す. [ア トレウス]お前 を,罰せ

られるようにと,私はお前の子供達に引き渡す.)(1111-1112)

｢お前を,罰せ られるようにと｣を反復 し,人称を変えて ｢引き渡す｣(tra-

dere)を重複 して用い,完全ではないが,黄金詩行 (42 )を想わせる台詞で劇

を終える技巧の見事さとともに,ここではチエエステスが､ ｢神 々｣ と ｢誓

願｣ に言及することによって,pietasの ｢敬神｣の側面を想起させて,ア ト

レウスを,暗に ｢神をも恐れぬ輩｣ であると語って,呪っているのに対 し,

ア トレウスは,pietasの ｢肉親の情義｣ の側面から,自分の子供 を食 らった
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テユエステスこそ,非道の輩である,とす る,この作品における最大 にして

最も効果的な,pietasのアイロニーを読み取ることはできないだろうか.こ

こでも,ア トレウスに完全に論駁されたテユエステスは, ｢己れ を知 らぬ｣

者の惨めな姿 をさらけ出している.

他作品においても見 られるように,追 .の挿話などの類推からセネカ自身

の思想 を反映 していると思われる合唱隊の ｢真のpietasはiraに勝 る｣ とい

う理念に反する世界を,ア トレウスとテユエステスは生きているが,披 ら披

理念の反証ではなく,そのおぞましい悲劇的結未によって,pietasに反 して

生きる者,見せかけの賢者 を装 う者,理不尽なまでのiraの力を心の内面 に

おいても,外的状況においても,克服で きずに,それに屈する者達の典型 と

して,血縁者間の憎悪が果て しない流血を呼ぶ という悲劇 (43)を展開 してい

る.それを際立たせているのが,随所に効果的に配置されたpietasのアイ ロ

ニーであると言えよう.

そればか りではなく,pietasのアイロニーは,やは り合唱隊の思想 から導

かれるこの作品のテーマ, ｢己れを知 らぬ者の悲劇｣を見事に補完 している

ように思われるのは,上 に見た通 りである.

以上の考察から,頻出するpietasという語,及びそれが表す概念 が,それ

自体が主童の一つであるとともに,多義性から生ずる巧みなアイロニーによ

って,この作品の中心的テーマとも言うべき ｢己れを知 らぬ者の悲劇｣を際

立たせるなど,様々な役割 を果たして,その語が現れる所でも,現れない所

でも大きな存在感 を持って,この作品全体に統一 を与える,極めて重要な意

味を持ったキーワー ドである､ということが言えよう.
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